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■ 社会から求められる学生像、大学時代に何を身
に付けておくべきか

小堀　私がこの大学に来たのが昭和

43年、当時は 1期生が 4回生になっ

たところでした。

　本学が出来て間もなかったのと、

私も助手として来たばかりで若かっ

たし、何かしたかったんですが、大

学の将来を考えると、この人たちが

社会へ出て活躍し、10年後 20年後にそれなりの地位に就い

たときに「産大って、ちゃんとしてくれてるな」という評価を

持ってもらうためには、彼らには学力も必要だけれども、人間

的な教育も併せて必要だろうという思いがありました。もちろ

ん学力も必要だから遊んでばかりいられないけれども、一緒に

なって作り上げてきた時代というのが当時であったような気が

しますね。

最近の学生さん。ゆとり教育の頃からか、自分から積極的に

行動するという学生が少なくなったように感じます。言われた

ことは確かに聞いてするんですが、もうちょっと勉強するかと

尋ねても「いえ、もう帰ります」「バイトがあります」のよう

な返事で、積極的に自分を高めようとする学生がいなくなった、

というのが最近の実感です。

入学するのも当たり前、卒業するのも当たり前と言われる近

頃ですが、努力すればそれなりの保証が得られた時代とそうで

ない今を見ると、彼らだけの責任ではないことはあるにしても、

とにかく向学心の違いというものを如実に感じます。

林　大先輩の時代は親がまだ苦労してい
た時代ですよね。親はそういうことを

知っているからそれに対して肌に感じさ

せていた時代でした。しかし今の学生の

親は豊かになってからの親ですからね。

その親自身も甘いと感じます。今の状態

では日本中が沈没ですよね。

昭和の当時は企業も裕福だったんですよ。高校卒の人には大学

卒の学力を与えたり、大学卒の人には大学院卒の学力を与えるよ

うな社内教育制度があったんですよ。今は企業もそのような余裕

がありませんから、即戦力が求められていますね。

私の考えは、大学へ入ってから専門以外も勉強をするんではな

くて、大学へ入る前にいろんなことを勉強して欲しいですね。現

在の入試は、１科目とか 2科目で入試をやるでしょう。ほかの大

学もそうですけれども。これが影響を及ぼして、そうすると高校

なども数学だけでいいとか、数学と英語だけとか、そういう勉強

の仕方をさせてしまうんですね。大卒として本当に必要とされる

幅広い知識というか常識がないんですよね。

梅原　私は一期生でもありましたので、
当時大学の学生部長から自治会を作って

欲しいと言われました。初代の自治会予

算委員をしましたが、自治会予算をどう

使うか、どのように取ってくるかという

ことを考え、クラブをつくりました。現

在のクラブの多数はその時に出来ていま

す。それが済むと、大学祭開催がありました。この時、大学祭実

行副委員長を務めましたが、自治会費だけではお金が不足でした

【出席者】（敬称略）

小堀　修身　　昭和43年度着任、平成22年度退職、引き続き非常勤講師として学生を指導
林　　和宏　　昭和51年度着任、平成22年度退職、引き続き非常勤講師として学生を指導
梅原　一男　　1期生　昭和43年度工学部Ⅱ部機械工学科卒　卒業後、ビルト住設工業株式会社勤務　2009年に退職　
波多野耿司　　2期生　昭和44年度工学部機械工学科卒　卒業後、株式会社よしみねに入社　2007年に退職　　　

今、大阪産業大学と後輩学生たちに望むこと
―――座談会シリーズ第３回は、工学部機械工学科の教員、OBの皆様にお集まりいただき、企業や団体の第
一線で活躍された経験から、大学に望むこと、後輩学生へのアドバイスなど、ご意見ご提言を伺います。出席
いただいた二人の先生方は、長きにわたって工学部機械工学科で教 をとっておられましたが、平成25年3月
末を持って大学を去られます。



3大阪産業大学校友会会報「凡友」84 号

ので寄付をもらうことを考えました。しかし、寄付をもらいに行

きますと、「寄付をして何のメリットがあるのか」と言われ、考

えた末に、大学祭の冊子をつくり広告を掲載するなど考えてやり

ました。このように、自ら必死になって考えてやったことは必ず

結果として出てくるんですね。昔の人は「若いときの苦労は金を

出しても買え」と言われましたが、この経験は卒業して何年も経っ

てやっと「そうやったのか」と実感できましたね。

小堀　波多野さんの会社には何年か置きに学生を採用してもらっ

ていたんですが、会社が学生を採用するときどんなことを考えて

おられますか。

波多野　昔は就職活動というのは有って
無いようなもので、卒業間近になると就

職課に行って、掲示板見て、ここが面白

そうだなと思ったらそこを受けに行く、

そういう時代でしたが、時代が新しくな

るに連れて、就職課がレクチャーをし、

受け答えの仕方から姿勢まで教えるの

で、いわゆる教科書通りの紋きり型の答えしか返ってこないんで

すよね。企業が求めるのは、企業に入って、自分をどんどん高め

て活動していって、それが社業に繋がって会社が発展していくと

いうことが求められるんです。学生の生真面目さとか大人しいと

かではないんですよね。私が採用にあたって先生にお願いしたの

は、元気な学生、例えば声が大きくて、お酒が飲めて話ができる

学生を紹介してくださいと無茶なお願いをしましたね。

長年、産業用ボイラーの設計をして来ましたが、そこで感じて

きたことは、簡単なボイラーであってもいろんな要素で成り立っ

ている。機械製品の構成を行う上では広範囲の知識が関連し、例

えば機械の知識のほか、土木や建築や電気の知識も必要なんで

す。ですから会社に入って先輩から教えてもらおうと思うな、ま

ず自分から勉強しろと言います。

最初は最低限のことは教えますが、それを発展させていくのは

個人の努力なんですよ。無茶な言い方をすれば、会社の経費で本

を買うな。勉強したければ自分の給料で勉強しろと。

そうしないと、与えられたものから出発したのでは、いい考え

が出てこないし、身につかないのです。というようなことを何度

も言ってきましたね。

今考えてみますと、平成の４、5年頃に入った卒業生は会社の

中核です。技術の中核、営業の中核なんです。彼らが会社を引っ

張っていっているんですよ。その先輩たちの定着率もいいんです

よ。技術系の会社ですが途中退社した人は 20数人中、2人か 3

人程度で、国公立の大学生に混じって、産大生であっても、何か

をつかんできた学生は十分社会に通用していますし、大学もそう

いうところを企業側にアピールする必要があるんじゃないかなと

思います。大学も個々の質を上げるような手立てをして欲しいで

すね。

　私の場合会社に入ってから海外の仕事が多かったんですが、経

験から言いますと製品を設計して売り込みに行くところで、日本

と外国の企業の違いというのが大きかったですね。日本では大企

業になるほどブランド志向が強いようで、新しい技術を持ってい

くと「実績はあるのか」と問われ、説得するのが大変でした。と

ころが海外の企業では説明をじっくり聴いてくれるんです。話し

ている内容に面白いものがあればすぐに採用してくれるんです。

このことは人の採用についても言えて、日本人の特質かもしれま

せんが企業の方にも学生を見るときにブランドで見てるようなと

ころがあるんでしょうね。
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梅原　会社が人事を進める場合、東大、京大ばかりではないんで

すよ。関関同立やら産大やら集まって初めて会社として組織が運

営出来るんです。通り一遍で採ってるんではないんですよ。そん

なシステムの中で一番大事なことは、先ほども申しましたように、

やりかけたことは諦めない。結果が出るまでやる。諦めずに結果

を出したことが成功として認められるんです。そのようにして出

来上がった商品というのは世の中にはたくさんあるんですよね。

自分のことになりますけど、会社に入ってエアーコンプレッサ

の仕事をしたんですが、流体の制御は液体と気体とでは制御が全

然違うんですよね。圧縮性の気体の制御は難しく、現場では「出

来ません」としか言われませんでした。いろいろ考えて運転状態

をパターンに分けて制御する方法を見つけました。最後まであき

らめずにやったおかげで、いろんな人からアドバイスを頂いたり

協力を頂き、最後には特許を取ることもできました。

しかし、制御にはコンピュータを使用していたこともあり当時

はソフトにコストがかかったことから、「メリットがない」と話

を聞いてくれないこともしばしばありましたね。

学生に関しては、昔シンガポールにある日本国内の会社の子会

社にいったんです。現地で工場を見学しての感想は国内よりもレ

ベルが高いんじゃないか、数年のうちに国内のレベルを超えるん

じゃないかと感じましたし、そのように成ってきています。これ

からは海外に住んだり、このような環境で働けるグローバルな学

生を送り出せる教育が必要なんじゃあないかなと思いますね。

波多野　グローバルの話がでましたが、私の取引先の主なところ

は開発途上国だったんです。ここで最新の電子制御を入れてもメ

ンテナンスができないんです。部品の調達もできないし、それが

解る人間もいない。それで機械式で行わなければならなかったん

です。回転数の制御でしたが、最初国内メーカーに相談したんで

すが乗ってくれませんでした。困った挙句に自社で相談すると「面

白いですね。考えてみます」と取り組み流体継手を利用した圧力

制御方式で完成させました。人間というのは窮地に陥れば何か考

えつくものだなということです。

普段から身の回りにあるものを観察し、この場合はこれを使う

というような知識が必要なんだなと身にしみて分かったわけで

す。大学の教育にもグローバルな考え方ができるようなことを目

指して欲しいと思います。

林　グローバル化の教育についてですが、私は機械学会関西支部

シルバー会の世話役をやっていまして、ある時、学生会との懇談

会をしたんです。皆海外へ行きたいと手を挙げるんですが、「海

外へ行くためには何を勉強したらいいですか」、という質問がで

ました。過去は語学だけを勉強して行っていたかもしれませんが、

今はそうじゃなくて、例えば中国へ行くには中国の文化・歴史を

しっかり勉強しなさい、それと共に自分の国のことをもっとしっ

かり勉強しなさいと言うんです。若い人は自分の国のこともよく

知らないでしょ。海外へ行って思うことは、向こうの人は若い人

でも自分の国のことや歴史をよく知っているんです。

また、小学生に講義する機会もあるんですが、これが楽しいん

です。例えば 1時間講義すると質問が１時間を超すんですよ。面

白い質問が出てきますよ。上に行くほど、どこで挫折してしまう

のでしょうかね。

波多野　興味が持てないんですね。興味があれば勉強しますよね。

また、企業人になって失敗というものを恐れますよね。失敗し

ないように物事を考える、失敗を恐れると発想も貧困になります

し、冒険もできません。いろいろ失敗したから新しいものを作る

ことができるんだと思います。失敗を生かしたらいいし、失敗し

た話の生の声を聞かせて伝えることも必要でしょうね。

■大学や教員のみなさんへの提言

林　厳しいことばかり言うことになるんですけれど、若い先生、

特に比較的学生に近い年齢の先生に元気を持ってもらって、学生

を鼓舞していってもらいたいですね。機械工学科というのは最終

的にモノをまとめあげたり、作り上げたりするという存在なんで

すよね。ですから幅広い知識を身に付けて欲しい。そのためには

若い先生方にも広い知識を身につけて欲しいと思います。

また、コンピュータは万能だと言われますが、コンピュータは

使う人の意思に応じた答えしか出さないんですよね。アナログ的

な答えを出せないし、誤差だって当然あるんですよね。授業では、
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「コンピュータを信じるな、自分の頭で考えて逆にコンピュータ

を使え」とよく言うんです。原理、メカニズムを教えて後は考え

ろとね。今の機械だって 10年後にはどのようになっているか解

らないんです。実際この 10年で様々な機械が置き換わっていま

すよね。そういうことのヒントを与えられる教育をして欲しいと

思いますよね。

小堀　幾つもあるんですけれども、一つ目は、特に感じるのは、

定年になって側面から大学を見るようになってから、大学の入試

方法を検討すべきであると感じています。入ってきた学生の学力

がままならない、たとえば分数計算も怪しい学生が一人二人では

なく、かなり沢山いるのが現実です。ピアサポートに携わるよう

になって、そのような学生に「いらっしゃい、いらっしゃい」と

声をかけるんですが、自分達で這い上がろうとしない。このよう

な学生を引き受けたからには大学として何か考えなければならな

いんです。いろいろ意見は言ってるんですが、なかなかそのよう

にはなってくれないんです。

二つ目は教職員に対する希望として、土曜日でも祝日でも我々

の時代は結構大学に来ていましたが、現在ではほとんど明かりが

ついている研究室を見かけないんです。学生もこないし、先生方

もそうじゃないかなと思ってしまいます。

学生に対してもお客さん的な扱いでは無くて、頭から指導して

いるようなところがあって、ちゃんと話を聞いて、じゃあどうし

てあげようという教職員の立場というものをもう一度考え直すべ

きだろう、というのが傍から見た意見です。

もう一つ学生から見て、「学校へ来て楽しいね」という、そう

いう雰囲気を創るにはどうしたらいいんだろうと考えます。昔の

ことになりますけれども、良い悪いは別にして研究室でお酒を飲

みました。そんな話の中で学生の気持ちもわかるし、じゃあ今度

こうしましょうという話になってくるでしょうし、学生の資質も

見分けられるんじゃないかなと思います。そこを通して学生自身

が「俺の得意なものってなんだろう」と考える場を与えることが

できるんじゃないかなと思うんですよね。

波多野　他大学の例ですが、キャンパスに入ると学生の表情が明

るく、すれ違う人に「こんにちは、こんばんは」と挨拶するなど

礼儀正しいんです。運動部だけに限らず、見ているととても清々

しくなります。キャンパスも綺麗ですし、校舎もどんどん建てて

いっています。学生にプラスになるものがあるから校舎も増え

ていくでしょうし、学生の質も上がって行くんじゃないかなと

思います。

今の産業大学の現実を私は理解していないんで言いにくいん

ですけれども、入口をしっかり構築して立て直していく必要が

あるんじゃないかと思います。

林　ずっと言い続けてきた事に、産業大学のキャンパスに入っ

て大学の雰囲気を感じないんですよね。無駄な空間も作って、

授業がないときはそこで学生が過ごせる場を提供するなど環境

づくりにも手を加えて欲しいと思います。これも他大学の例で

すが、昔は現在の産業大学のようなキャンパス内をバイクが走

るような雰囲気の大学でしたし、外は交通量の多い立地条件で

すが、現在は中に入ると大学キャンパスの雰囲気を出していま

す。こういうキャンパスに入ると、ここは勉強をするところな

んだと思うようになる、そういう環境づくりも大切だなと思っ

ています。あと、一部の先生方からはお叱りを受けるかもしれ

ませんが、先生方には講義に行くときには作業服とかではなく、

キッチリとした服装で行って欲しいですね。そういうところも

雰囲気づくりであり、そういう姿勢で取り組んでいただきたい

と思います。

――　どうもありがとうございました。

現在、大学は全入の時代と言われ、産業大学も例外ではあり

ません。これによって産業大学だけではなく日本中の大学が抱

えている様々な問題の解決策の参考として本日の座談会が取り

上げていただければ幸いです。　（広報事業部）
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第4回ホームカミングデーが
開催されました

ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが

平 成24年11月3日、大学祭で賑わう大阪産業大学中央キャ

ンパスにおいて、卒業生を母校キャンパスに迎えて催し

を行う第4回ホームカミングデーが開催されました。

　午後1時より、本館多目的ホールでオープニングに本学吹奏楽

部による素晴らしい演奏の後、本山美彦学長が母校の現状と取組

等について述べられました。続いて本学卒業生による落語会があ

り、笑福亭三喬師匠の『住吉駕籠（かご）』、笑福亭喬若師匠は『時

うどん』を演じました。その後、「大学時代の思い出トーク」、爆

笑「大産大クイズ」が行われ盛況でした。

　同時開催のゼミやクラブの同窓会が、午前11時から本館４階

において「恩師との再会」が行われました。

　午後４時50分より、東部キャンパスＡＭＣ（自動車整備セン

ター）5階ラウンジにおいて、懇親会を開催しました。美内照男

会長の挨拶、本山美彦学長挨拶があり、次に美内会長からクラブ

の応援用の大横断幕が贈呈されました。（会場に大横断幕を張付

けて見ていただいた。）続いて中村茂裕副学長（ホームカミング

デー実行委員長）による乾杯の発声で幕が開かれ、軽音楽部ＯＢ

によるジャズのすばらしい演奏が行われ、感動的でした。途中で

笑福亭三喬師匠、笑福亭喬若師匠の近況挨拶があり、大学教職員

と多数の支部・役員及び卒業生約130名が親交を深め、和やかな

ひとときを過ごしました。西大学事務部長の中締めの挨拶の後、

応援団ＯＢによる大学校歌と演武を行い、卒業生と教職員が大合

唱し、賑やかな雰囲気のまま閉式となりました。
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　2月19日、16号館前ラウンジにて、本学卒業生の株式会社ＳＴ

Ｂヒグチ代表取締役社長、樋口（旧姓：山田）真樹氏（H7 電電卒）、

株式会社イーグルパーツ代表取締役社長小川正氏（H12 機械卒）、

株式会社大一機械専務取締役尾崎太一氏(H9 経済卒)の社長3名が

就職活動を応援するための座談会をキャリアセンター主催で開催

しました。

　例年「卒業生社長の講演会」を開催していましたが、今回初めて

の試みとして、より就活を強力にするため3回生対象に座談会形

式にしました。

此の度、校友会必勝応援幕を作りました。　
　応援幕 （横900cm ｘ 縦120cm）・応援旗 （横200cm ｘ 縦130cm）
　
　 体育会、文化会、その他の大事な試合等に、使用して行きたいと
思います。

　支部やブロックの大会や催し等にも使用できます。
　必要な方は、事務局までお問い合わせください。

　在学生から、校友会を知らないという声が多く
寄せられ、準会員である学生に認知してもらう為、
ポスターを作成致しました。
　A1とA3サイズを学内掲示板、学内業者店舗、
シャトルバス等に掲示しております。デザインは
随時、公募しておりますので素敵なアイデアがお
ありでしたら、事務局までご連絡下さい。

校友会から・・・校友会から・・・

　学生からは、面接・履歴書について、どの様なところを視点に

見ているのか、どの様な人物が採用されるのかとの質問に対して、

「履歴書は丁寧に書き、面接は雰囲気、自信、元気のある人物又

服装にも気を使ってほしい等心構え等在校生に親しみを持って、

率直にお話をしていただいた。

　参加した学生のアンケートには、「就職活動の何が大事か、企

業が社員に何を求めているか等社長の立場からのお話を聞く事が

でき良かった。」「社長との話しが普段経験できない事で、とても

勉強になりました。」「就活に自信を持って取り組もうと思いまし

た。」などの感想文がありました。

『卒業生社長３名が就活を応援！』
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校 友 の
校　友
ぷらざ 活 躍 ぶ り 拝 見 ①

今回の「校友ぷらざ」は留学経験のある本田雄一郎さんを仕事場
に訪ね、いろいろとお話を伺ってきました。

 まず始めに本田さんにお伺いしたのは、交換留学についてです。
留学は２回生の後期から１年間行かれています。これは、行ってい

る間よりも帰ってきてからの方がきつかったと話されていました。す
なわち、通常卒業をするためには１年間のブランク分の勉強も取り
戻さなければいけなかったので、非常にハードな時期だったとのこと
です。そんな努力のかいがあって無事４年間で卒業し、大学院に進学。
大学院を修了し、再び留学をすることになります。

本田さんはなぜロボット技術を研究しようと思ったのでしょう。
本田さんは中学時代に、技術をうまく使えば人を助けることがで

きるかもしれないと考えだしたそうです。音声認識ができれば体を
動かせない人でも話すことにより、様々なモノを操作できるようにな
るのではないか。今、そういう時代がとうとうやってきています。し
かし、高校時代に音声認識技術が進歩しつつあることを知りました。
その後、手がなければ困るなと考えだして、義手に興味を持ちだし
ました。私 (森本 )などは、一般的にロボット技術といえば、産業機
械やアシモ君みたいな機械ロボットを想像してしまいます。ところが、
本田さんの考えるロボット技術は少し違っていました。本田さん曰く、
人から信号を測り取るセンサ技術、人の動きを助けるアクチュエー
ター技術など技術を組み合わせて実現するモノに対して、ひとつず
つその技術を説明するよりロボット技術という一言でくくるほうが聞
き手はイメージが付きやすいのではないでしょうか。「ロボット技術」
というのは今の流行り言葉であり、実際にはロボットに利用されてい
る様々な技術を指しています。本田さんの考え方の根底にあるのは、
ロボットに利用される人間ではなく、あくまでも人が主体だというこ
とだと思います。

兵庫県立福祉のまちづくり研究所特別研究員
（兼務　兵庫県立リハビリテーション中央病院ロボットリハビリテーションセンター）

本田　雄一郎 さん 博士（工学）
平成５年度（1994年 3月卒）　工学部電気電子工学科
平成７年度（1996年 3月卒）　大学院工学研究科　電気電子工学専攻

「あきらめない」
今回の取材のきっかけは、「凡友第８３号」の座談会シリーズ、経営学部編で本学とドイツのヴュルツ
ブルグ大学との交換留学制度を利用して、本田さんが２回生在学中に１年間留学し、その後、再度ド
イツに渡り、ドイツ留学中に博士号を取得し、すばらしい見識、技術を身につけて帰国され、一時本
学非常勤講師を務めるなどを経て、現職にて活躍しておられるとの話が先生方（遠藤名誉教授、石原
名誉教授）から出たのがきっかけで、ぜひ校友会でご紹介したいということで取材をさせていただきました。

現実に、身体欠損された障がい者の方たちを直近で見ることは非常
に精神的にきついことだと思いますが。
最初にベルリンのリハビリテーション病院にお世話になった時はき

つかったです。夏に病院の庭で手や足を切断した人たちが、残存肢
が見える状態で日光浴をしているのです。腕や足を失っている人達
がプールサイドにあるようなベッドの上にずらーっと並んで日光浴を
楽しんでいる光景を想像してみてください。その光景を初めて見た
日は食事が喉を通りませんでした。すぐに慣れましたが…
現在勤めている研究所や病院にいる患者さんたちは、現状の自分

を受け入れ前向きにリハビリテーションを目指しだすと、我々以上に
「やる気」を出してくるように感じています。ある人は両大腿を切断
して以来、生活が新鮮になったと表現していました。つまり、普段
何気なく行っていたことをするために、義足を用いてこれまでとは少
し異なる方法を見つけ出しながら暮らしていけるようになったとのこ
とです。義肢のユーザーさんたちには、新しいことにチャレンジして
いこうという前向きな意欲に満ちた方が多く見受けられます。
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そういう前向きな精神を持つユーザーさんと触れ合うことで僕は
ユーザーの方たちからエネルギーをもらっているのかもしれません。

 大学院を出て再び留学をされるには相当の決意があったのではない
でしょうか。
最初の留学を終えて日本へ戻ってきてから当時の僕の目には、日
本は人が働くために生きている国、ドイツは人が暮らすために生き
ている国に映っていました。教育のされ方も、日本とはかなり違って
いて、講義と実習がうまくかみあった教育がヴュルツブルグ大学で
はなされていると体験していました。
そういう環境で自分が興味を持ったことを学びたいと真剣に考え

ました。当初はそのままドイツに残るつもりでもいました。博士号を
得る前ならそれで良かったのかもしれません。しかし一旦、博士と
なるとドイツでは社会を牽引していく力がある人たちとして見られる
ようになります。博士号を得た人に対して役所での対応が急に丁寧
になるほどの変化があります。同時に責任もかかってきます。その
先には、多くの人が途中で諦めてしまう過程を突破し、博士となっ
た人々の間で競争が待っています。僕の立場から見ると母国語を操
る天才たちを相手に、ドイツ語で勝負をしなければならないわけで
す。僕が書類をドイツ語で1枚書く間に、相手は3枚以上書いてし
まいます。しかも、彼らは正確な表現と適切な単語を選りすぐった
書類を作成していきます。この競争では僕は勝ち目が薄いです。
ところが、僕が得た知識や技術、そして人脈を日本で展開すると
なると、状況は一転します。展開するだけではなく、むしろ日本で再
び人脈を作り、双方を結びつけることができれば、グローバルに社
会を良くすることに貢献できます。おまけに、日本の高齢化のスピー
ドは著しく、市場として考えると僕の得た技術を活かすには絶好の
場所でもあります。そういう考えもあり日本へ戻ってきました。

後輩たちにアドバイス。
人間の人生は良くも悪くもどう転ぶかわからないので、準備万端

にして結果を待つことも大切ですが、自分のおかれた状況を観て、
判断し、柔軟に対応できる力をより多くの学生さんたちに学生生活
中に獲得してもらいたいです。また、異業種交流ではないのですが、

他学部学科の仲間と協力し、個々の強みを活かし合うようなプロジェ
クトなどに是非参加してもらいたいです。工学部の学生さんがたに
は、是非とも手を動かして、モノ作りを行ってもらいたいです。「失
敗は成功のもと」をモットーに、失敗から学べることも多々あります。
そういうことが行える場である大学を有効活用して、意識して自分
を成長させてもらいたいです。
最後に、僕自身がヴュルツブルグ大学へ交換留学生として派遣し

ていただいた経緯もあり、お伝えしたい。大学が準備してくれてい
る交換留学制度を上手に利用して、海外で生活しながら他の国の状
況を見て、そして日本を振り返ってもらいたい。

本田さんの信条は。
本田さんに信条もしくは座右の銘といったものはお持ちですかと

お伺いしたところ、即座に「あきらめない」が返ってきました。これ
はお会いして初めのころに質問させていただいたのですが、少年時
代からの夢の実現に向かって努力、研鑽を積まれた経験上から発せ
られた言葉であるということが良く理解できます。また、留学中も
含め、人生において良き出会いがあり、運も味方してくれたとも言
われていました。
取材をさせて頂いたのは１月28日、共同研究をされている本学の
入江教授が、学生さん、企業の方を伴って来られる日でした。ご一
緒に施設内の見学をさせていただき、研究の一端に触れられたのは
非常に有意義な時間でした。
兵庫県立福祉のまちづくり研究所のコンセプトは、障がい者の方

を直接補助する装具の研究はもちろんですが、障がい者の方がリハ
ビリを終え、現場復帰なり自宅に帰ったとき、快適に暮らせる環境、
街づくりなど両面の研究をすることを目的としています。また、ここ
社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団総合リハビリテーションセン
ターは、病院、リハビリセンター、生活支援・相談、研究所などが
一体となった施設で、全国的にも数少ない施設といえます。
研究所と病院とが隣接している為、医師、訓練士、各種療法士、

研究者とが常に連携し、一体となって研究・開発できることが非常
に重要なファクターです。
ほとんどのケース、各種機関が独立しているため、相互理解がと
れていないようで、意外とコミュニケーションが不足していることが
多いというのが現状のようで
す。本田さんも仰っておられま
したが、大学で研究していると
きにはできなかったことがここ
にはある、できると。そういっ
たお話を伺った後で、研究所
から病院へ移動するときに見
た僅か二十メートルくらいの連
絡通路（２階の渡り廊下）が印
象的でした。
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本田　雄一郎　博士（工学）

☆学　　歴
平成　２年　４月　大阪産業大学　電気電子工学科　入学
平成　３年 10月　大阪産業大学からの１年間交換留学
 Julius Maximilians-Universität Würzburg, Fakultät für Mathematik
 （ドイツ連邦共和国・ユリウス・マクシミリアン大学ヴュルツブルグ　数学部）
平成　６年　３月　大阪産業大学　工学部電気電子工学科　卒業
平成　６年　４月　大阪産業大学大学院　工学研究科電気電子工学専攻　入学
平成　８年　３月　大阪産業大学大学院　工学研究科電気電子工学専攻　終了
平成　８年　３月　Technische Universität Berlin, Fakultät Maschinenbau
 （ドイツ連邦共和国・ベルリン工科大学機械工学部博士後期課程）　入学
平成　８年　４月　Technische Universität Berlin, Institut für Biomedizinische Technik
 （ドイツ連邦共和国・ベルリン工科大学バイオメディカル研究所）　入所
平成 17年　９月　Technische Universität Berlin, Fakultät Maschinenbau
 （ドイツ連邦共和国・ベルリン工科大学機械工学部博士後期課程・ドイツ）　中退
平成 20年　６月　 学位論文「義手操作用の解剖学に基づく測定システム」にて、ドイツ連邦共和国・ミュンヘン工科大学機械工学部よりドクター・インジ

ニアーを学位授与される
  (TECHNISCHE UNIVERSITÄT MÜNCHEN, DIE FAKULTÄT FÜR MASCHINENWESEN VERLEIHT DEN AKADEMISCHEN GRAD 

DOKTOR-INGENIEUR(DR.-ING.),DURCH DIE DISSERTATION„EIN ANATOMIEBASIERTES MESSSYSTEM FÜR DIE 
HANDPROTHESENSTERUNG“,DAS PRÄDIKAT„MAGNA CUMLAUDE(SEHR GUT BESTANDEN)")

☆職　　歴
平成 13年 10月　Homboldt-Universität zu Berlin, Charité Campus Virchow-Klinikum,
 Klinik für StrahlentherapieWissenschaftlicher Mitarbeiter
 （ドイツ連邦共和国・ベルリン - フンボルト大学付属シャリテ病院ヴィルヒョウキャンパス・放射線治療課・学術研究員）
平成 14年　５月　プロジェクト終了に伴いシャリテ病院を退社
平成 17年 10月　Technische Universität München, Fakultät Maschinenwesen,Lehrstuhl Mikrotechnik und Medizingerätetechnik
 （ドイツ連邦共和国・ミュンヘン工科大学機械工学部マイクロ技術・医用機器技術講座学術研究員）
平成 19年　９月　医用技術中央研究所勤務に伴う移籍
平成 19年 10月　Technische Universität München, Fakultät Maschinenwesen,Lehrstuhl Mikorotechnik
 und Medizingerätetechnik, Zentralinstitut für Medizintechnik,Wissenschaftlicher Mitarbeiter
 （ドイツ連邦共和国・ミュンヘン工科大学機械工学部マイクロ技術・医用機器技術講座医用技術中央研究所学術研究員）
平成 20年　９月　医用技術中央研究所　退社
平成 21年　４月　大阪産業大学工学部電気情報通信工学科・教養部非常勤講師（～Ｈ 24.03）
平成 22年　３月　大阪産業大学工学部交通機械工学科　非常勤講師（～Ｈ 24.03）
平成 24年　３月　兵庫県立　福祉のまちづくり研究所　特別研究員
 兼務：兵庫県立リハビリテーション中央病院ロボットリハビリテーションセンター　特別研究員　現在に至る

☆所属学会・社会活動など：（現在に至る）
平成 21年　７月　義肢装具士学会会員
平成 21年　８月　共用品研究会関西会員
平成 22年　３月　全国電動義手研究会世話人
平成 22年　３月　日本リハビリテーション工学協会会員
平成 22年　９月　日本ロボット学会会員
平成 24年　５月　サークル 90運営会役員・広報連絡係（奈良県で障害者自立生活を助けてきた人的ネットワーク）

☆受賞歴：
平成 24年 11月　第 28回日本義肢装具学会学術大会　最優秀ポスター賞

今回ご多忙の中、リハビリテーション医療に並々ならぬ情熱をお
持ちの陳　隆明医師（医学博士、兵庫県立リハビリテーション中央
病院ロボットリハビリテーションセンター長、神戸大学准教授）に施
設見学、リハビリテーション医療現場の現状、ロボット技術を利用し
たリハビリテーションの現状などをご講義頂きましたことに感謝申し
上げます。
この分野にもっと目が向けられることを、そして、ますますご活躍
されることを祈念いたします。
 （取材協力：兵庫県南支部長　赤田　護）
 （取材・編集：広報事業部　森本　勉）

プロフィール

左端・本田さん、右端・本学入江満教授
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校 友 の 活 躍 ぶ り 拝 見 ②

学校では生徒にパソコンのプログラミング、情報処理を教えています。
また、野球部監督として生徒の育成に尽力しています。

◆ 職歴 
大学卒業後　新潟県立吉田商業高等学校、新潟県立村上桜ヶ丘

高等学校を経て、現在、新潟県立新潟商業高等学校に教員として
勤務する傍ら野球部顧問として指導にあたっています。
◆ 仕事について 
私自身、高校まで野球をしておりましたが、教員になってから

指導者として野球にたずさわり、吉田商業高等学校では監督、村
上桜ヶ丘高等学校では野球部部長として、夏の新潟県大会で準決
勝まで進出しましたが、残念ながらあと少し力及ばず、ベスト４
に終わりました。
ようやく甲子園も見えて来たかなというところで転任となり、
現在、新潟商業高等学校でも監督として指導しています。今夏
（2012年）の新潟県大会では、新潟商業はベスト８に進出いたし
ました。
◆ 大学時代の思い出 
毎日新聞の奨学生として新聞配達をしながら学校に通うという

生活でした。新聞販売店の皆さんによくしてもらい、毎日楽しく、
充実した日々を送ることができました。大学での講義も自分を向
上させるためにとても有意義なものばかりでした。祖父が姫路出
身で、関西地域に進学したいと考え、大産大を志望校に選びました。

◆ 大学や校友会に望むこと 
平成２５年度には、本校（新潟商業）卒業生が新潟商業高校に
教育実習に来ます。私も新潟商業出身ですので、自分の母校に後
輩が教育実習に来るというのは、期待も込めて、嬉しいものです。
本校から ２～３年に一人くらい、大産大に進学しています。 もち
ろん大産大も母校ですので、いつの日か、大産大の後輩が先生で
来てくれるといいですね。今回をご縁に学校入試担当より新潟商
業高校への働きかけをお願いしたいです。大阪産業大学との縁を
取り持ちたいです。
◆ 趣味 
野球部監督と言うのは年に休みが１０数日位しかなく、なかな

か趣味は持てませんね。野球部が趣味かな。 
◆ その他 
現在、妻、小学４年生の男の子、小学１年生の女の子と４人家
族です。申し訳ないですが、家族サービスはまったく出来ません。
少し可愛そうです。 

これからもますますご活躍されることをお祈りいたします。
 （記事レポート：新潟県支部長　内山義雄）
 （取材協力：新潟県副支部長　南波寿一）
 （編集：広報事業部　森本　勉）

新潟県立新潟商業高等学校　教員

山中　政一 さん
（Ｈ 5年度　経済学部経済学科卒）
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校 友 の 活 躍 ぶ り 拝 見 ③

「好きこそ物の上手なれ」という諺があります。
車が好きであれば興味が湧く。興味が湧いたら、車のことが知りたくなる。しかし疑問が出てくる。
疑問を解決するべく勉強します。勉強し理解すると、もっと車が好きになります。車が好きなら、自
然に勉強は付いて来ます。「入学した時より卒業する時にもっと車が好きになって欲しい！」と、思い
ながら授業を行っています。

★ 仕事の概略 
自動車工学科は、２年間で自動車整備士を養成する短期大学です。
工学の技術はもちろん、知識も基礎から学びます。また、自動車の
技術革新に対応する為、プリウスなどのハイブリッドカーを取り入れ
た実習や、電子制御・情報などの分野も積極的に教育に取り入れて
います。
★ 職　歴 
卒業後、１つのメーカーだけでなく幅広い車種を整備してみたいと
思い、自動車整備業界でも老舗の「株式会社西出自動車工作所」に
入社いたしました。自動車整備士として実践的な整備技術を身に付け
ました。約１年で退社し、その後、母校である大阪産業大学短期大学
部自動車工学科に契約助手として採用されました。学生とのコミュニ
ケーションを大切にしながら、自動車実験実習の授業を担当しています。
★ 車との出会い 
小学３年生の時、あるイベントに参加をして、初めて二輪車（白バイ）

に乗ってインスピレーションを感じました。私と車との出会いは、この
時だったと思います。将来、「白バイ隊員になりたい」と思って母に
お願いして、それまで習っていたピアノを辞めて、剣道を習いに行か
せてもらいました。
16歳になり、夏休み中にアルバイトに励み、お金を貯めて、すぐ

に自動二輪の免許を取得しました。免許を取得して、初めて二輪車
に乗ったのは、50ccスーパーカブで、人生初のツーリングは大阪産
業大学近くの RSTAICHIというバイク部品ショップでした。怖くて、
右折出来なくて、必死に阪奈道路を登って、信号で二段階右折をし、
やっとの思いでRSTAICHIに着いたのを今でも懐かしく鮮明に覚えて
います。
高校３年生の時に、警察官採用試験を受験し、不合格になり、あっ

けなく白バイ隊員への夢は崩れ落ち、進路に悩んでいた時、大阪産
業大学の短期大学部自動車工学科の事を知りました。「やっぱり、車
や二輪車に関わっていたい !!」と思い、自動車工学科に志願すること
を決意いたしました。
★ 大学時代の思い出 
短期大学なので、２年間という短い学生生活でしたが、中身は非常

に濃かったように思いました。
同期には、女性は200人中たった３名でしたが、３名だったからこそ、
楽しく学生生活を過す事ができました。今でも、年に１～２回は、食

事会を開催したり又、遊びに行ったりと友情を深めています。
短大なので忙しいと思っていましたが、意外にも私生活は充実して

いて、夏はバーベキュー、冬には忘年会など、親交を深めていた思
い出があります。しかし、一番の思い出は、やっぱり「実習の時間」
です。何も解らず入学して、車や各部品を直接手に触れ勉強していく
うちに車への興味が高まり、どんどん車が好きになっていきました。
何気なく乗っていた車には、すごい仕掛けがあったり、人間だけで

なく環境の事など考えて作られていて、車って本当に奥が深いし、凄
い物だと感じました。家に帰って、父親に今日習った事を話をし、又、
家の車を使って実習で習った事を実践したりしました。
入学時、不安でいっぱいでしたが、自動車工学科を卒業出来た事は、
私の人生の第一歩となりました。
★ 大学や校友会に望むこと 
女性の整備士というのは、全体的にまだまだ数は少ないです。また、
女性は、結婚・出産・子育てと人生のイベントが盛りだくさんなので、
現役で働ける時間は限られています。
そのイベントを経験されている先輩方や、又、その後職場復帰さ

れている先輩方などと意見交換できる場があれば、私も含め、卒業
生には為になるのではないかと思います。
せっかく頑張って取得した国家資格だし、私自身も無駄にはしたく

ないし、してほしくないと思っています。
卒業しても、そのような場を設ける事によって、大学を通じていれば、
資格を生かした再就職の可能性も広がると思います。 
★ 趣　味　ドライブ、旅行

これからも益々ご活躍されることをお祈りいたします。 
（記事編集：広報事業部　神馬　克之 )

大阪産業大学短期大学部　自動車工学科　契約助手

平山　和代 さん（H19年度　短期大学部自動車工学科卒）
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　夏から秋へと季節が移る9月30日。第13回大阪市支部総会を大阪駅前
第3ビル19階の「梅田サテライトキャンパス」で開催しました。当日は、台風
17号が近畿地方に接近中で開催の中止も検討しました。早朝には台風の
進路は紀伊半島に向かうとの情報があり、無事に開催の運びとなりました。
　支部総会には宮本副会長や近隣の支部長の皆様も多数ご臨席をいただ
きました。ありがとうございました。
　議事は（１）平成23年度活動報告、（２）会計報告・監査報告があり、すべ
て承認されました。（３）支部役員の改選では、新支部長に石本理氏（S44経
営）、副支部長に西川和人氏（S57経営）、新幹事に有田鋼司氏（S49経営）が
選出され、他の役員は留任となりました。支部長の川上氏（S45短自）は大
阪市支部の相談役に就任されることになりました。
　特別講演会は、「見どころたくさん大阪市の博物館・美術館」と題して、
公益社団法人　大阪市博物館協会の方から、市内にある博物館と美術館
の展示・所蔵品についてのお話をしていただきました。
　お楽しみの懇親会は同ビルの32階にある「心火」で開催。接近する台風の
空を駆け抜ける黒い雲を見ながらの乾杯で、大いに盛り上がりました。
 （事務局　高見新一）

上記日時場所で、第27回大阪産業大学校友会・大分県支部総会を開催致
しました。
この日は「秋分の日」でもあり秋の運動会シーズンと重なり参加者も少なく
残念でしたが本部より美内会長や九州各支部からの参加もあり、今後の校友会
のあり方を中心に活発な意見交換が行われました。其の中の一つに会員のメー
ルアドレスを活用し事務局が取りまとめ、総会はもとより各会員同士の情報交換
をする事で、仕事やプライベートの悩みなどアドバイス出来る様な環境を作り、
校友会に参加するメリットをアピールしたいなど、ネットを活用した意見が多く出
ました。
また、校友会会報「凡友」にも支部の先輩達が地元で活躍している事を知っ
て貰う為に活発に投稿して行きたいと思います。
  （事務局　姫野一彦）

平成２４年総会は宮崎県支部との合同総会として、両県県境に近い霧島
神宮近くの「さくらさくら温泉」で１１月１０日に開催しました。美内会長、
宮本事務局長、井上関東支部長、福岡、大分、長崎、沖縄県の九州ブロッ
クの代表者、宮崎県支部長ほか同県支部会員の皆さん総勢２３名という多
くの皆さんに参加していただきました。初めて県をまたいだ総会というこ
とで、５月の支部長会でも合同総会の意義などを聞かれて注目されていた
ことがうかがわれていました。本部、支部にとっての経費節約、九州ブロッ
クの皆さんとの情報交換などが予想通り果たせたと感じています。定員
２０人のログハウスを２棟貸し切っての宿泊で、二次会も周りを気にするこ
となく夜遅くまであったようです。有意義な合同支部総会でした。来年は
宮崎さんが幹事支部として開催していただくことになっています。多くの
皆さんが参加されることをお待ちしています。
 （鹿児島県支部長　有馬順一郎）

　第１１回（平成２４年度）福岡県支部総会を、１０月２０日（土）に博多の｢竹乃屋、
東比恵店」にて開催しました。校友会本部より田中善昭副会長に出席いただ
き、美内会長からの挨拶（代読）を始め大学および校友会の近況情報や各支
部状況を含めご挨拶いただきました。赤崎鹿児島県支部顧問、三浦宮崎県
支部長、栗原長崎県支部支部長の方々からも支部運営、活動方法につい
て貴重な多くのご意見を賜り、有り難うございました。本年も相変わらず会
員の総会出席者が少なく残念でなりません。岩佐潔親新支部長の下、九州
各県支部の協力を戴ながら、心機一転頑張らねばと思っています。　
　総会終了後、新鮮な玄海魚料理での懇親会、二次会と飲んで食べ、歓
談し楽しい時間をすごしました。　
　福岡県在住、出身の同窓の方々がひとりでも多く参加出席されます様、
お願い致します。また、佐賀県や熊本県の皆さん方の参加大歓迎です。連
絡ください。お待ちしております。 （福岡県支部　石松雅博）

大阪市支部大阪市支部   99月月3030日日 梅田サテライト 梅田サテライト大分県支部   99月月2222日日 花邨（ハナムラ） 花邨（ハナムラ）

鹿児島県支部
宮崎県支部   1111月月1010日日 霧島神宮 さくらさくら温泉 霧島神宮 さくらさくら温泉福岡県支部福岡県支部   1010月月2020日日 竹乃屋、東比恵店 竹乃屋、東比恵店 合

同
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　校友会鳥取県支部総会が12月2日倉吉市にて開催されましたので、ご
報告させていただきます。
　校友会本部よりご来賓として美内会長においでいただき、支部会員9名、
合わせて10名での開催となりました。
　報告事項、審議事項ともに承認をいただき、役員改選の年でもあり、
以下のとおり、新役員が決まりましたので、ご報告させていただきます。
　支部長　宮本　豪(S51土木)、副支部長　倉長敏弘(S54土木)、事務
局長　田村謙介(S63経営)、会計監査　鳥飼昭宏（H3経営）、地域幹事（東
部）森本範昭(S49交機)、（中部）隅　万紀夫(S50土木)、（西部）井澤　明
(S46交機)、前田忠雄(S53交機)、以上です。
　今年度の校友会鳥取県支部総数319名の方にご案内をご送付させてい
ただき、50名近くの方からご返信と近況報告、励ましのお言葉を頂戴い
たしました。
　今後共、新支部長のもと、ひとりでも多くの方のご参加をいただき、親
睦と交流、情報交換の場として頑張りますので、皆様のご協力よろしくお
願い申し上げます。 （鳥取県支部　前田忠雄）

　平成25年１月１２日（土）第９回沖縄県支部総会を開催しました。
　場所は、何時もの北谷、ビーチタワーホテルで、来賓に本部から宮本
副会長、栗原長崎支部長、会員９名でした。
　今年も残念ながら藤井さんが子供の病気の事で欠席でした。
　総会の前に、宮本副会長よりＩＴの説明会、校友会のホームページのリ
ニューアル等、説明有難う御座いました。予定どうりに議事も無事に終了
しました。引き続き懇談会に移り、2年ぶりに参加されました中村氏中心
に昔の話に花が咲いたところ、宮本様に無理を言って、｛校友会の歩み｝を
見せて頂き昔の学園生活の思い出を語りました。非常に良い懐かしい映
像を有難う御座いました。来年も新しい会員に見せたいと思いました。
　来年は、第10回総会に向けて役員一同1人でも多くの会員参加を呼び
掛けたいと思います。
 （支部長　吉田　晋）

2013年 1月12日（土）午後3時より大学支部総会を京橋（ティーズ
　ガーデン）にて開催いたしました。総会には美内会長に出席していただき
感謝しております。総会に先立ち、議長に福井義員氏、書記に河崎祐次氏
を選出し開式致しました。出席者２１名（会員総数114名）で式次第に沿っ
て討議が行われました。平成24年度活動報告および会計報告については
承認され、支部会則の一部誤植の指摘が有り、訂正することで承認を頂き
ました。会員から支部役員の若返りを望む声が多く、次期支部役員選出で
支部長に久保雅洋氏、副支部長に平佐多敬二氏、大島秀樹氏、北澤章平氏、
会計に船曳悦子氏、中野皓太氏を選出し、次期支部役員は若返り支部総会
を終了いたしました。
総会の後、大阪産業大学学長・本山先生にもご臨席いただき親睦会を

開催いたしました。席上、本山学長、美内会長と大いに談笑し、学内にい
ながら落ち着いて話す機会が少ない校友とも大いに語り合うことが出来、
有意義な総会でありました。 （支部長　森川勝吉）

　平成25年1月19日（土）、第12回高知県支部総会を17時20分から高知
市の城西館（皇族方もお泊りになられる）で開催致しました。
　昨日は寒波による雪のため四国内の高速道路は通行止めとなっていまし
たが、本日は通行止めも解除され、本部からは田中副会長、愛媛県支部
から古瀬支部長、能智相談役、香川県支部から長田支部長、徳島県支部
から津川支部長のご出席をいただきました。
　総会では、会員14名の出席のもと支部長挨拶、田中副会長より美内会
長の挨拶代読、議事に入り支部活動報告、会計報告、会計監査報告と進み、
役員改選も現役員での同意を得て、可決承認されました。
　その後、懇親会に移り全員集合の記念写真を撮り、一年ぶりに顔を合
わせる人もおり近況を語り会い、また若い人の校友会参加への勧誘方法
も語り会いながら楽しいひと時を過ごしました。
　そして、来年度はより多くの参加者を期待するとともに、またの再会を
約束しながら無事終了となりました。 （支部長　濱崎　勲）

鳥取県支部鳥取県支部   1212月月22日日 ホテルセントパレス倉吉 ホテルセントパレス倉吉 沖縄県支部沖縄県支部   11月月1212日日 ビーチタワーホテル ビーチタワーホテル

大 学 支 部大 学 支 部   11月月1212日日 シノワダイニング「T'S GARDEN」 シノワダイニング「T'S GARDEN」 高知県支部高知県支部   11月月1919日日 城西館 城西館
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第 3回支部総会が 2月6日、美内会長ご出席のもと開催されました。最
初に、美内会長よりご祝辞を頂き、大学や校友会活動の近況などのお話があ
りました。議事では、23年度会計報告および会則第 4条（会員）の一部変更
（日産サティオ大阪出身者を加える）が承認されました。懇親会では会社在籍
者、退職者が卒業年度に関係なく一年振りの再会を喜び、職域支部ならでは
の和気藹々とした雰囲気の中、大いに語り合い、平成 26年 2月5日の再会
を誓い盛大な内に閉会となりました。毎回思うことですが、支部総会が定例
開催され、平素は顔を合わせることがない会員が一堂に会することが出来る
のも、校友会あればこそ感謝の気持ちで一杯です。今後、「日産大阪支部」
は自動車業界に従事あるいは従事しておられた卒業生が一堂に会する機会を
設けるべく、地道に活動を進めたいと考えています。興味のある方は、当支
部宛メールでご連絡戴きますようお願い申し上げます。
 （支部長　鮫島好徳）

平成 25年 2月 10日に第 11 回滋賀県支部総会を「ホテルボストンプラ
ザ草津」にて開催いたしました。本部からは福井義員副会長をはじめ関西近
隣の各支部から多数出席を賜り心から感謝しております。2月の連休中日で
県内会員の参加が少なかったことが残念でありましたが、総会後の講演では
昨年工学部交通機械工学科を卒業された野瀬雄介会員が、「OSUプロジェク
ト共育」で「学生フォーミュラー参戦プロジェクト」に4年間参加されたお話
を聞いて、将来の大阪産業大学の明るい未来を感じられる講演でありました。
また、出席して頂きました各支部の皆様と各支部の活動や校友会の今後の
あり方など話し合うことができ、大変有意義な時間を過ごすことができました。
各支部の皆様には次回、毎年開催しております琵琶湖湖畔での夏季交流会の
「バーベキュー大会」への参加をお願いいたしました。県内支部会員の多くの
参加を目指してこの一年活動したいと考えております。
 （支部長　服部嘉雄）

滋賀県支部滋賀県支部   22月月1010日日 ホテルボストンプラザ草津 ホテルボストンプラザ草津日産大阪支部   22月月66日日 ブラッスリーライオンツイン21 ブラッスリーライオンツイン21

◆10月26日（金）14：30～ 15：30
植樹場所は東部キャンパス駐
車場横です。校友会より美内
会長、杉本事務長、支部より
赤田支部長、宮本副支部長
（Web主担）、岡本会計、石田
幹事の６名が植樹を行いまし
た。美内会長は作業服姿でご
参加いただき、率先してお手
伝いいただきました。気にしておりました天候も晴天に恵まれ、汗
だくになりながらの作業でした。

◆大学祭開催初日の11月２日（金）11：00～
大学より本山美彦学長、校友会より美内会長、高見事務局次長、
宮井広報事業副部長、杉本事務長にご列席いただき、南支部から
は赤田支部長、宮本副支部長、大垣会員が出席して記念式典を挙
行致しました。

　大学の発展とともにこの木
が根を張りすくすくと伸び、
枝葉を茂らせてくれることを、支部会員一同願っております。
　大学のキャンパスも昔と随分変わっております。一度、キャンパス
の見学と兵庫県南支部の＜神樹＞をご覧に、大学に出向かれては如
何でしょうか。

詳細は、
南支部ＨＰ http://www.osu-hyogominami.net/sibusyokai/
syokujyu/syokujyu.html
校友会ＨＰ http://www.osu-koyukai.net/hyogo-minami/
jimukyoku/2012/11/post-11.html
をご覧下さい。

記   念   植   樹

陶器による赤田支部長
手作りの力作

兵庫県南支部設立20周年事業の一環として、
母校に植樹することが平成23年11月20日に開催された支部役員会で、
決定しておりました。
樹木は「神樹」（tree of heaven）です。 副支部長　宮本芳文（Ｓ52交機）
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○バスケットボール部
［男子］
＊ 2012年度関西大学バスケットボール連盟リーグ戦（9/1～10/20
各大学体育館）※1部残留決定

○バレーボール部
＊ 2012年度関西大学バレーボール連盟秋季リーグ戦（9/8 ～
10/29各大学体育館）※準優勝
＊ 平成24年度大阪府学生バレーボール大会（11/10～ 11近畿大学
記念体育館）※優勝
＊ 平成24年度関西バレーボール大学選手権大会（11/17～ 18京都
産業大学･天理大学）※ベスト8
＊ 全日本バレーボール大学男子選手権大会（12/3 ～ 9とどろきア
リーナ）※ベスト8
＊ 天皇杯皇后杯全日本バレーボール選手権大会（12/14～ 16宮崎
県都城市）※ベスト16

○硬式野球部
＊ 阪神大学野球秋季リーグ戦（9/1～ 10/28南港中央野球場他）※
１部：6位※入替戦1部残留

○アメリカンフットボール部
＊ 関西学生アメリカンフットボールリーグ戦（9/9～ 11/3 王子スタ
ジアム他）※Division2：4位

○ラグビー部
＊ 関西大学ラグビーフットボールリーグ戦（9/16～ 11/25 各大学
グラウンド）※Ｂリーグ：3位

○サッカー部
＊ 関西学生サッカーリーグ戦(後期)（9/15～ 11/25大阪長居スタ
ジアム）※１部：12位、入替戦：1部残留

○スキー競技部
＊ 第21回全関西サマージャンプ大会（10/8新潟妙高市赤倉シャン
ツェ）
※【ノルディックコンバインド】【個人】5位:
　【スペシャルジャンプ】【個人】5位
＊ 2012年度秋期季節外クロスカントリー競技会（10/28グリーンピ
ア三木）【個人5.8km】3位

○剣道部
＊ 関西学生剣道選手権大会(9/9大阪市中央体育館)※【団体】男子団
体:2回戦敗退･女子団体:3回戦敗退

＜クラブ活動24年9月～12月結果報告>
＊関西学生剣道選手権大会(9/9大阪市中央体育館)※【団体】男子団
体:2回戦敗退･女子団体:3回戦敗退
＊第25回関西学生剣道新人大会(11/25近畿大学記念会館)※【団
体】男子団体:2回戦敗退

○バドミントン部
＊ 平成24年度関西学生バドミントン新人戦（11/20～30舞洲アリー
ナ）
＊ 平成24年度大阪学生バドミントン新人戦（12/10 ～ 19大阪市中
央体育館他）
※【男子ダブルス】ベスト16、【男子シングルス】ベスト16、
　【女子ダブルス】ベスト8、【女子シングルス】ベスト8

○空手道部
＊ 第4回関西学生空手道オープントーナメント大会（9/9近畿大学記
念体育館）
※【女子シニアクラス】準優勝、【女子ジュニアクラス】3位、
　【男子シニアクラス】ベスト8
＊第67回国民体育大会（10/4～ 9多治見総合体育館）
※【団体戦】4位、【個人】ベスト16
＊ 第55回全関西大学空手道選手権大会（10/14大阪商業大学体育
館）
※男女ともに全日本学生空手道選手権大会への出場権獲得
＊第38回近畿地区空手道選手権大会（10/28滋賀県立体育館）
※【一般男子形】優勝、ベスト8、【一般女子組手】準優勝、
　【一般女子形】ベスト8
＊第56回全日本大学空手道選手権大会（11/18日本武道館）
※【男子団体】2回戦敗退、【女子団体】2回戦敗退
＊ 第40回全日本空手道選手権大会（12/8 ～ 9日本武道館他）【都
道府県対抗】
※【男子組手団体】2回戦敗退、【女子組手団体】ベスト4

○弓道部
＊ 関西学生弓道リーグ戦（9/18～ 11/23各大学弓道場）
※【男子】3部：1位、入替戦(11/4)：※2部昇格　
　【女子】4部：1位、入替戦(11/4)：4部残留

○少林寺拳法部
＊関西学生新人大会(10/6ベイコム総合体育館)
※【単独演武有段の部】1位、【自由組演武男子2段以上の部】3位、
　【自由組演武 茶帯の部】1位、【自由組演武 白･緑帯の部】2位、
　【自由組演武女子二段以上の部】5位
＊ 第46回少林寺拳法全日本学生大会(11/4日本武道館)
※【単独有段の部】2位、【男女白緑帯の部】4位
＊ 第47回少林寺拳法東大阪大会(11/18東大阪アリーナ)※【組演武一
般男子有段の部】1位、【組演武一般女子有段の部】1位、【単独演
武一般男子有段の部】2位、【単独演武一般男子段外の部】1位
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【単独演武一般女子有段の部】1位、
【単独演武一般女子段外の部】2位
＊ 少林寺拳法全国大会2012(12/2横浜国際プール)※【一般男子二
段の部】8位

○柔道部
＊ 関西学生柔道体重別選手権大会(9/2天理大学)【男子個人】
66kg級:3位
＊ 第9回湊谷杯全国学生柔道体重別選手権大会(11/24松任総合運
動公園体育館)
※【男子個人】Ａリーグ:-81kg3位、-100kg2位、100kg超3位、
　Ｂリーグ:無差別:1位、2位、3位

○ゴルフ部
＊関西学生男子女子月例大会(9/19　奈良柳生カンツリー倶楽部)
※【男子個人】優勝、4位T、【女子個人】2位
＊ 関西学生女子秋季1部校学校対抗戦(9/24 ～ 25　芦屋カンツ
リー倶楽部)※【個人】1部6位：※1部残留
＊ 第15回朝日杯争奪日本女子学生ゴルフ選手権大会(10/23～ 24
千葉カントリークラブ)※【個人】31位

○準硬式野球部
＊ 平成24年度西都6大学準硬式野球秋季リーグ戦（8/24～10/9ベ
イコム野球場他）※１部5位

○サイクリング部
＊ 2012年度全日本学生RCS第9戦箱根ヒルクライムラウンド（12/2
神奈川県箱根）※【クラス:C2】8位、【クラス:C3】19位

○ライフル射撃部
＊ 第59回秋季全関西学生ライフル射撃選手権大会(9/12 ～ 15長
瀞総合射撃場)※【AR団体】7位、【DP団体】１位
＊ 第59回全日本学生ライフル射撃選手権大会(10/10～ 14長瀞総
合射撃場)※【団体】12位

○テコンドー部
＊ 第6回全日本学生テコンドー選手権大会(9/23　神奈川県三浦市
潮風アリーナ)※【一般男子:-80kg級】優勝
＊第7回GYEONGJU KOREA OPEN INTERNATIONAL 
　TAEKWONDO CHAMPIONSHIPS(10/25～ 30　KOREA)
※【一般男子:-80kg級】個人2位
＊ 第6回全日本テコンドー選手権大会西日本地区大会(11/25　大
阪産業大学体育館)
※【一般男子:-58kg級】3位、
　【一般男子:-87kg+87kg合同級】2位、3位
＊ 第8回日本橋オープンテコンドー選手権大会(1/13　日本橋小学
校体育館)※【一般男子上級:-80kg級】2位、3位

○女子硬式庭球部
＊関西大学対抗テニスリーグ戦（9/7 ～ 15　各大学テニスコート）

※2部：3位：2部残留
＊ キープスマイリングオープンvol.2（9/18 ～ 23　マリンテニス
パーク北村）※ベスト8
＊ 第35回京都府民総合体育大会（10/27 ～ 28　福知山市三段池
運動公園テニスコート）※Bブロック4位
＊ 平成24年度関西学生地域テニストーナメント大会（11/3 ～ 25　
各大学テニスコート）
※【女子シングルス】ベスト8、【女子ダブルス】ベスト16
＊ グリーンカップ埼玉オープン第46回秋季クラシック（11/19 ～
25　グリーンテニスプラザ）※【女子シングルス】ベスト32

○男子硬式庭球部
＊関西大学対抗テニスリーグ戦（9/7 ～ 15　各大学テニスコート）
※3部：4位：3部残留

○ 体操同志会
＊ 第44回関西学生体操新人選手権大会(11/10～ 11兵庫県総合体
育館)※男子個人総合:11位

○ソフトボール部
＊ 関西学生ソフトボール女子秋季リーグ戦（9/15 ～ 10/13各大学
グラウンド）4部1位：3部昇格

○ハンドボール部
＊ 関西大学ハンドボール連盟秋季リーグ戦（9/1～ 10/31各大学体
育館）※6部6位
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平成25年度　校友会スケジュール（2013年2月18日現在）
校友会活動報告  （H24.10.1 ～ H25.3.31）

●開催日未定の支部＝ 岡山県、大学、愛媛県、奈良県、和歌山県、大阪中・南河内、三重県、
関東、福井県、鳥取県、広島県、埼玉県、台湾、韓国、滋賀県、静岡県、
中国

検 定 料 免 除 申 請 及 び 卒 業 生 子 女 特 別 入 試 の お 知 ら せ
大阪産業大学卒業生の子女には、受験・入学の優遇制度があります。大いに活用してください。平成26年度入試（平成25年度9
月～平成26年3月）の詳しい内容が決まるのは５月ごろです。詳しくは大阪産業大学入試情報サイトをご覧ください。
検定料免除特典・卒業生子女特別入試を申請の際は、願書提出前に手続が必要です。願書提出前に必ず校友会事務局にご連絡
ください。※事前の手続きがない場合は、優遇制度が適用されませんので、ご注意ください。
参考）平成25年度入試の内容は下記の通りでした。
1.検定料免除（すべての入試に適用されます。）（併願可）
校友会が発行した書面を願書に添付する。

※適用回数に制限はありません。
２.卒業生子女特別入学試験（専願）
（1）募集定員と結果

（2）出願資格
次の各項に該当するもの
•本学専願者に限る 
•本学の卒業生の子女（子女とは、孫、子または兄弟姉妹） 
•高等学校を平成２６年３月卒業見込みの者 
•高等学校調査書の全体評定平均値が「3.0」以上の者 
•ただし、短期大学部出願の場合は、評定平均値を問わない

（3）選考方法
小論文と面接

（4）校友会からの特典
①検定料（大学35,000円・短大30,000円）の免除
② 子女特別入試を利用して入学した方には入学祝金（100,000円）を
お贈りします。

お問い合わせ：〒574-8530　大東市中垣内3-1-1
フリーダイヤル 0120-84-3040

e-mail　jimukyoku@osu-koyukai.net
ＨＰ右上のお問い合わせのフォームからもどうぞ。

2013年度卒業生子女入試募集定員と実績
学 　 部 学 　 科 定 　 員 合格者

人 間 環 境 学 部 文化コミュニケーション学科 3名 6名生 活 環 境 学 科 3名

経 営 学 部 経 営 学 科 5名 10名 3名
商 学 科 5名

経 済 学 部 経 済 学 科 6名国 際 経 済 学 科

デザイン工学部 情 報 シ ス テ ム 学 科 2名 4名建築・環境デザイン学科 2名

工 学 部

機 械 工 学 科 2名

8名交 通 機 械 工 学 科 2名 1名
都 市 創 造 工 学 科 2名
電 子 情 報 通 信 工 学 科 2名

短 期 大 学 部 自 動 車 工 学 科 2名
合　　計 36名 4名

校友会から校友会からののお知らせお知らせ

10月 3日 （水） 広報事業部会（校友会会議室）
 13日 （土） 広報事業部会（梅田サテライトB） 
 13日 （土） 運営事業部会（梅田サテライトB） 
 13日 （土） 幹事会（梅田サテライトB） 
 20日 （土） 福岡県支部総会（竹乃屋　東比恵店）

11月 1日 （木） 大学創立記念日（事務局休み）
      2 ～ 4日（金～日）大学祭（大学）
 3日 （祝・土）運営事業部会（校友会会議室）
 3日 （祝・土）ホームカミングデー（大学）
 10日 （土） 鹿児島県・宮崎県支部総会（さくらさくら温泉）
 17日 （土） 改革検討委員会（梅田サテライト）

12月 2日 （日) 鳥取県支部総会（ホテルセントパレス倉吉）
 8日 （土） 運営事業部会（芦屋山荘）
 8日 （土） 幹事会（芦屋山荘）

1月 12日 （土） 沖縄県支部総会（ザ・ビーチタワー沖縄）
 12日 （土） 大学支部総会（T's　GARDEN）
 19日 （土） 高知県支部総会（城西館）
 26日 （土） 改革検討委員会（梅田サテライト）
 26日 （土） 運営事業部会（梅田サテライト）
 26日 （土） 広報事業部会（梅田サテライト）
 26日 （土） 総務部会（梅田サテライト）
 26日 （土） 幹事会（梅田サテライト）

2月 6日 （水） 日産大阪支部総会（ブラッスリーライオン）
 10日 （日） 滋賀県支部総会（ボストンプラザ草津）
 22日 （金） 広報事業部会（梅田サテライト） 
 23日 （土） 改革検討員会（梅田サテライト） 
 23日 （土） 広報事業部会（梅田サテライト） 
 23日 （土） 運営事業部会（梅田サテライト） 
 23日 （土） 総務部会（梅田サテライト） 
 23日 （土） 幹事会（梅田サテライト）
 23日 （土） 周年事業実行委員会

3月 3日 （日） 静岡県支部総会(日本平ホテル）
 17日 （日） 埼玉県支部総会（國見）
 19日 （火） 学位授与・卒業式（体育館）
 23日 （土） 幹事会（梅田サテライト）

平成25年
4月 1日（月） 入学宣誓式
 13日（土） 平成24年度会計監査
 20日（土） 第1回幹事会
5月 12日（日） 徳島県支部総会
 18日（土） 第2回幹事会
 18日（土） 大阪泉州支部総会
 25日（土） 第70回代議員会 
 26日（日） 第3回支部長懇談会 
6月 2日（日） 富山県支部総会
 8日（土） 長崎県支部総会
 8日（土） 兵庫県北支部総会
 15日（土） 第3回幹事会
 16日（日） 兵庫県西支部総会
     23日(日）  大阪市支部総会
下旬～ 7月初旬

  北海道支部総会
7月  7日(日）  兵庫県東支部総会
 13日（土） 第4回幹事会
 20日（土） 新潟県支部総会
8月 24日（土） 兵庫県南支部総会
9月 7日（土） 香川県支部総会

 8日（日） 第24回ゴルフ大会
 8日（日） 大阪北河内支部総会
 14日（土） 第5回幹事会
     14日(土） 京都府支部総会
 28日（土） 大分県支部総会
 28日（土） 9月期学位授与・卒業式
10月5日(土） 宮崎県・鹿児島県合同
  支部総会
 19(土） 福岡県支部総会
 26日（土） 第6回幹事会
11月 1日(金)  大学創立記念日
       1日(金)  ～ 3日（日）大学祭
 16日（土） 第7回幹事会
 （11月予定） 高知県支部総会
12月 7日（土） 第8回幹事会
平成26年
1月 18日（土） 沖縄県支部総会
 25日（土） 第9回幹事会
2月  5日(水） 日産大阪支部総会
 22日（土） 第10回幹事会
3月 15日（土） 第11回幹事会
 19日（水） 学位授与・卒業式

子女入試のお知らせ ～受験適齢期の子女がおられる校友会員のみなさまへ～
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前回大会（平成 24 年 9月12日・瀬田ゴルフクラブ）

会員データ （平成25年2月1日現在）

お 悔 や み  以下の方がお亡くなりになりました。心からご冥福をお祈りいたします。

逸身　智 氏 （Ｈ11経営） Ｈ14年10月15日他界
奥川　要 氏 （S44短自）　
西村　弘海 氏 （S41交短自）　
北村　進 氏 （S26交短運）　
徳弘　況和 氏 （S48経営）　
業天　道夫 氏 （S47短自） Ｈ24年12月8日他界
奥村　辰雄 氏 （S48経営） Ｈ23年11月2日他界
鵜川　寿志 氏 （S27交短運） 17年前に他界
吉川　享延 氏　（S47交機） H23年7月22日他界

編集後記
大阪産業大学は平成27年に交通短期大学開学65周年、大学開
学50周年、校友会設立45周年を迎えます。校友会の総会員数
は8万人を超え先輩たちが各地で活躍されておられます。校友
会のホームページや凡友を会員の皆様方の繋がりや親睦に役立
てていただければ幸いであると共に、特に若い方々の活躍を願っ
ています。 （広報事業部）

●物故者数………………672名
●住所不明者数…… 22,184名
●連絡可能会員数… 58,520名

●卒業生数………… 83,469名
●重複卒業生数……… 2,093名
●会員数…………… 81,376名

●案内状ご希望の方は、事務局まで●
恒例のゴルフ大会を、平成25年9月8日（日）
東条湖カントリー倶楽部にて、開催予定です。
案内状ご希望の方は、校友会事務局へご連絡ください。
案内状ができ次第、送付いたします。

校友会・代議員、支部長各位

「第70回代議員会」
「第3回支部長懇談会」

開催のお知らせ

平成25年度の「第70回代議員会」を下記の日程で開催します。

日程：平成25年5月25日（土）　代議員会
　　　　　　　　　26日（日）　支部長懇談会

場所：ホテルセイリュウ（東大阪市上石切町）

住所変更の場合など、校友会事務局にご連絡ください。
　最近、校友会会報「凡友」をお送りしても、宛先不明で
戻ってくる割合が増加しております。ご自身の転居、住居
表示の変更、お名前の変更などの場合は、校友会事務
局に封書・はがき・ＦＡＸ・メール・電話等でお知らせください。
校友会のホームページからも登録・変更ができます。（トップ
ページの右側にある「卒業生の会員登録・住所変更フォー
ム」から、所定の事項を入力し、送信してください。）
　また、ご自身でなく、友人・知人で「凡友」が届いていな
いという方にも、ぜひお伝えください。
　「凡友」はあなたと大阪産業大学校友会をつなぐ大事な
“絆”です。きちんと届くように会員登録をお願いします。

※事務局の連絡先は裏表紙をご覧ください。

校友会会員の皆様へ

ゴルフ大会参加者募集ゴルフ大会参加者募集

3日間3日間

大学祭「阪駒祭」開催日の
お知らせ

2013年
11月1日（金）～3日（日）
今年度の「阪駒祭」は、上記日程で開催されます。

「校友会テント」
11月2日（土）、3日(日)の2日間、校友会テントを開きます。
飲み物、軽食を準備いたしますので、ご家族、ご友人と
共にお越しください。

同期間中開催予定の「ホームカミングデー」は詳細が決まり
次第、大学ホームページに掲載されます。合わせて、次
号凡友でもお知らせいたします。

InformationInformation

（平成 25年 2月8日現在）

大阪産業大学 検 索



　　　　　校友会支部一覧（設立順） 平成25年2月1日現在
支　部　名 支 部 長 事務局（連絡先） メールアドレス

岡 山 県 支 部 堀野　宏樹 TEL.086-275-4364 jimukyoku@osu-okayama.net

香 川 県 支 部 長田　恒久 TEL.0875-56-6157　大久保一志 jimukyoku@osu-kagawa.net

大 学 支 部 森川　勝吉 TEL.072-875-3001　大阪産業大学内　 jimukyoku@osu-daigaku.net

愛 媛 県 支 部 古瀬　卓夫 TEL.089-966-6184　渡辺計 jimukyoku@osu-ehime.net

大 分 県 支 部 小畑　京治 TEL.097-593-1606　姫野一彦 jimukyoku@osu-oita.net

兵 庫 県 西 支 部 伊藤　茂男 TEL.0792-92-4164　（株）イトデンエンジニアリング内 jimukyoku@osu-hyogonishi.net

高 知 県 支 部 濱崎　　勲 TEL.0887-54-5215 jimukyoku@osu-kochi.net

大阪北河内支部 三浦　政治 TEL.072-884-4583 jimukyoku@osu-kitakawachi.net

奈 良 県 支 部 森田富士男 TEL.0742-24-5903 jimukyoku@osu-nara.net

和 歌 山 県 支 部 山西　義彦 TEL.073-487-3356 jimukyoku@osu-wakayama.net

大阪中・南河内支部 松田　　始 TEL.06-6746-0014　今村彰隆 jimukyoku@osu-nakakawachi.net

長 崎 県 支 部 栗原　雄治 TEL.095-838-2063　（有）平尾ダンボール jimukyoku@osu-nagasaki.net

三 重 県 支 部 森河　孝弘 TEL.0599-55-3617 jimukyoku@osu-mie.net

関 東 支 部 井上　静也 FAX.045-941-5202 jimukyoku@osu-kanto.net

新 潟 県 支 部 内山　義雄 TEL.0258-82-1212 jimukyoku@osu-niigata.net

福 井 県 支 部 早瀬　俊雄 TEL.0770-27-1610 jimukyoku@osu-fukui.net

鳥 取 県 支 部 宮本　　豪 TEL.0859-26-1803　田村謙介 jimukyoku@osu-tottori.net

広 島 県 支 部 重見　　定 TEL.0826-46-7011 jimukyoku@osu-hiroshima.net

大 阪 市 支 部 石本　　理 TEL.06-6652-5675　高見新一 jimukyoku@osu-osaka.net

鹿 児 島 県 支 部 有馬順一郎 TEL.099-256-7403　山本誠也 jimukyoku@osu-kagoshima.net

北 海 道 支 部 浜田　修平 TEL.0138-57-9126 jimukyoku@osu-hokkaido.net

日 産 大 阪 支 部 鮫島　好徳 TEL.06-6659-0835 jimukyoku@osu-nissan.net

福 岡 県 支 部 岩佐　潔親 TEL.092-821-4681 jimukyoku@osu-fukuoka.net

兵 庫 県 南 支 部 赤田　　護 TEL.078-583-1280　西山均 jimukyoku@osu-hyogominami.net

宮 崎 県 支 部 三浦　剛次 TEL.0982-50-1200　(有)あんしん保険企画 jimukyoku@osu-miyazaki.net

徳 島 県 支 部 津川　　茂 TEL.088-687-0136　芝野光 jimukyoku@osu-tokushima.net

埼 玉 県 支 部 鈴木規久男 TEL.042-958-2854　高橋正秋 jimukyoku@osu-saitama.net

兵 庫 県 北 支 部 岸本　隆男 TEL.0796-55-0997　柴田巧 jimukyoku@osu-hyogokita.net

京 都 府 支 部 白藤　中生 TEL.075-761-2366　（株）川端自動車工業所内　大石忠 jimukyoku@osu-kyoto.net

大 阪 泉 州 支 部 林田　慶弘 TEL.072-277-9088　高野悦治 jimukyoku@osu-senshu.net

台 湾 校 友 会 魏　　敏智 TEL.886-22-235-7835 jimukyoku@osu-taiwan.net

韓 国 総 同 門 会 崔　　範一 TEL.82-2-2202-6220　洪義晶 jimukyoku@osu-korea.net

滋 賀 県 支 部 服部　嘉雄 TEL.077-589-2238 jimukyoku@osu-shiga.net

兵 庫 県 東 支 部 山田　卓雄 TEL.0798-67-6675　黒川俊広 jimukyoku@osu-hyogohigashi.net

沖 縄 県 支 部 吉田　　晋 TEL.098-974-7540　具志川光彦 jimukyoku@osu-okinawa.net

静 岡 県 支 部 蜂須賀廣志 TEL.054-629-0400　リードシステム（株）　亀沢隆 jimukyoku@osu-shizuoka.net

中 国 校 友 会 曹　　昱亮 TEL.13902077007　 jimukyoku@osu-china.net

富 山 県 支 部 針原　英喜 TEL.0765-54-1377　朝倉秀芳 jimukyoku@osu-toyama.net
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